
『
太
平
記
』

「日
本
古
典
J

f

文
学
大
系
、

年
表
索
ヲi
稿

(四)

巻

お

ー
巻

40 

谷

垣

伊

太

雄

33 巻

242 242 241 241 240 240 240 240 240 頁

文和
年

4 
年

，..-，. 

2 去月
2 

同
2 

月
月

同
月 月

15 昨 8 ? 
日 7 

昨 日
日 ? 日

日 日 、ーノ 日 '-.../ 、、J 、--' 日

朝 J¥ 、、
昨 j清氏11 

ー「 細
東山

仁
名山 昨日

雲
木頼

勢東山

回 日 己 の 日
の 」ー ヨ L_  

葉日
降

lま
夕陽

寄

章
敗走を

神貰量引き
、

lま

進攻のを

人と
千騎余

、

返し
ア 丹

聞き去月ー「 な 成 日
竺コ ヌ 々 後 IC 記

て で
、

聞き
L_ た 討

レ

条大四
夜夜 丹

軍足将

敗
;¥ ノマ れ

て〉 波、
宮は

衛左門田

。分 の
た

明
L_ 

名氏師山桃井 宮
勢を 利尊氏

賀敦 見分 "" 払焼つ
押し 従え

新車兵
の

l乙 iま、
ク iま

気比大 震
jレ 寄

寺東

て 比
本陣

人
セ

嵐山
叡

モ
迫 を山 "" 神明 討 L_ 

fA」直E 、ノ
lζ 

引き
。

ツ
布陣 下りつ な

乙 の fこ い 返
返す

れを 前
首を

カ1
ソ、 東

で 終 ヨ 淀 山
見

、
日 lζ 

史実とて

挑裏井
確認 寄 鳥羽 布陣

細重
車え ア

さ ヒ Lー 方 事せ し
る

暮 壁面は
本西坂

て
と

シ lま
てコ 、 ア 方宮

、
も て

、 。
lζ 

2 

兵出し 尽都

兵庫助宮

ア 左右
東山

下り 月

候ソ
6 

の '" 2 日、
メ戦ド入』

楓 月L_  。
A戦と広ヨ、 の と ト

西等山
9 巻

iζ 頚 名乗 退引 日 32 

すよ 加わ すと L_  lまと る
る る 割リ

武士を
く

将軍方
。

と
明。 九

餐 lζ 
頁注ーコ 、 の

布陣fこ
細

陣。 。 。。
'----
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155 155 155 155 154 154 154 154 153 148 148 148 148 147 147 146 145 144 144 143 
卜ー←

観去β』、同 延文 同
延文 同

延 去
応 文

年 年
4 

年 3 3 2 々年 年
年

年 年 年
「一一一一一

同
5 4 同 4 2 812 3 3 
月 月 月 月 月 月

( 月
同 月

2 18 ? ? 29 20 12 8 14 
? 13 13 其 同

日 日
ト一一一

日 日 '-./ 、ーノ 日 日 日 日 、、J 、、J 日 、._./ 日 日 日

メ年ーJ「入 梶井 待新 詮義
ー「

中 尊氏 尊氏 公家 洛帰 光厳
光厳院

持院明
寺東

糸直 管領 尾 仁 赤松
ー「

五 晩
旬

張 木 景
ノ、 の

日
lま の の 後 院

落
勢 仁 勢 氏

如何
親ロロロ

及悼歌
過 有 ー寅刻「 背中 窮 の lま

名賀り
ノ ア

五

王木頼手L

の 細 範 し一

困 光厳
、

万 那須 }II の
ぎ ア 本院 翌 仁

ナ 王 て
、 lと

賀名 ノ
余 奮

木
Jレ

尊胤 叡感をは

、
衣

嬢療が
家武 院 生 日

騎 lま 五 土 戦

歳
御

故 笠 春秋 生 よ
新ビ~ァ

L_  と 嵐 郎 岐 l乙
土

ナ
f、

尊氏 山
の :7¥: 行

尽都り
東

な 山 よ
岐

レ
4 

ノ
五 で

賞倍品百
院明

( 邑
寺

る か 奮 佐 マコ
勢

入減
月 蒙り

十 き lζ 
。

り 戦 てノマ lζ 
麓等 主上 の 々

29 歳四
、

lま て "̂'、 メ口入 動 し
木り

、
、

従 F~ 千。
日 医 夢 出 1、E墨E 戦 か て 土

高キ 持院
i乙

余騎カま

後童天
位 師が

の 窓 家 幸
春

、再 ず 討 七 岐
正 ア 中 国

。
閃

。
死

千余騎
の

歎 し
左大臣 主室

参集
l乙 師

宮 石 の 夜
。

桔
ノ 葬 ノ、 A主Z主，_ 七

花散
し、

シ
あ の

皆去
前 激 梗 条、、J

逝 てコ

弟子と
l乙 足 し。

の 奉 :3、0、
名山

河
ア 官が

ノレ 去 て 々
;¥ 

利直久
い 七 授 原

日
、

幡 メ戦がι-bI 、条 も、
し一 年 付近

陰
贈り

30 カま
足故

な
ノ 桃

l乙 西 51 
正 り

願祈し
り

洞院
き

ノ 日 し
利直義

、 春 批井 示 展 返
で

草 れ カ3
、

葉 た 正
し、

賀名
判 都を

関 lと き
桃

ヲ
、._./

倉 た
撃出し

。
の ー「 井

懸
被 〆6戸、

し、 lと の
生 落

iJ:ミ 退 其

Jレ 撰 月
、 文オ 庵 lと

首が 神否定的

き 日
松赤し

、
ノ

フ ケ 3 巻 、
光大

幽 J¥ 
手と

軍
ン ノレ 日 34 閉 掲 勢
ト

、』ノ 従
げ

幡 ノ、
。

寺明
〆'、、 託 な 留L _  

位 ノ年前¥ 
り 千

イ俗官
入集す

七 れ
だ {τ主と て〉

余
ムノ¥ カヨ lζ 

た
つ p て ケ

騎

女男共
頁 贈り 居閑 の

。fこ
尾張 L_ と

る の 文
fこ 天

激。
注

れ 和口
め 王

経局り
し

fこ
、

寺
lま 。 フ己 軍

く
Lー 28 年 メ戦口合。、
歎き

日 の
勢 堺 の

、ーノ 乙 も の
勢と。

散四 浦
悲 と
し

、ーノ -̂
A戦」。入S 。

赴
む。 く
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265 265 265 265 264 264 264 263 261 260 260 260 259 258 257 257 256 256 256 256 

:x; 先 去 延文

一今寸| 

弘 年 〆ワー、
? 年 4 年

、ーノ 、}ノ 年

「
8 7 7 11 11 6 

( 

月 月 月 月 月 月

? 翌 或 メ』入 17 16 19 10 17 f? 、、
? 2 ? 春日

、』ノ 日 夜 日 、._/ 日 日 日 日 」ノ 、】ノ 日 、、ノ

竹沢 数
翌ー「

竹沢
武

此
メー1「入

夜
半許夜

太宰 菊池
新

菊池武
菊池 靖。イらじ之 病 細 九 九

日 日
蔵 日 巳 問

付 )繁氏11 鎮圧州
州1

の
有 ヨ

lζ 

年四ガ
ノ

lま 武 の
ア 題探

菜白 ア
対 上

g魁p 明 弐が 五
池菊

光 光 兵 七
す 野 千 iま lま IC 

、
の'- し一 ケ '- 日

ー「
竹沢

重十鈴

る
竹沢 か

L間ー
ヨ レ

菊池
去年

余騎
の

十
五 討

讃岐
fこ 色

フ巳 道誓 り ノマ 勢が
騎千余

fこ
嘗

め 直
Eム

尽亮右を

の で れ 国
、

氏
lま 新 酉 '- は
、 の 誘

義田
ノ

勢菊池
精

筑後河渡を
太宰府

月十 fこ
ケ

で 細

義 葉田
し、

下 鋭 助け
で 者 ;1ノ 一「

j繁氏を11 舎弟範
興

日 lと
興 て<' の 日 目巴 7こ pp 俄

の
て7

議ー御「 呼び
よ

ア 兵
て "'- ヨ

後国 ち ノ
所

ア てコ

刀義己コて

'- 千
も 攻 lま 五リ病付

うも
し一 、

て

百余騎を

り り め
合矢

か
事無だ 伊予守

、

"'- 両
騎余忠 竹沢

ノ、 偽
、

てコ 寄 ら ア
池武菊

頭出し 軍メ戦E〉1、

し一

ヲ 先 ペコ 新 義 で
た せ シ 日 ど 物狂

抽 iま 年武 て
義田 治 駆

時 弐 る ア 国向
竺コ

乙
と

ア
城傾

義 lζ の と '- 7こ し 光
候

て
蔵 興 興

iま け
摘手

菊池
陣 聞

畠山
』と カヨ か '- て iζ 

キ を山畠 野 lζ の 越後
約

入り "'- き 向
、 り

な 九 負け'-
傍輩

ノ
降義り

越み
四 "'- l乙

撃出
、

の か 伊予
と

る 州国
干討を 回わ 7もょ

非難
メ戦h、 lと さ

弐頼尚ら

ー「 つ
fア徳院左ヨ主「て主

"'- て
を 後よ し

。 。
守と 遣派 示都

呼 ノ 興

城郭携をえ
弐頼尚

す すミ 保し
ん 時 を り

fこ
し 弐 ノ そ

。
'̂'、

で 討
東国

れ 夜討 た lま 城 の の 上
義

遊宴し
彼 てコ fこ の

起吾文日を量月三

ノム¥ 

章夜
家 神 り

興
ノ よ lと

討嫡子を

』ζ

十余町 万騎余

会事置

の
罰

、

"'- 義
命つ

移勢威をり

て 弐 よ 兵が 九
の い

太宰府は

つ
。

、

興手
州

奉公を
畠山よ

じ
fこ て 、

退 押し 概はーコノ る
文和

。
側三をt 

菊池
い

坂庄味
日

寄。
て 71' ね

願 "'- せ
し、 り 属 張 :x; 退

lま
対陣

中 tま
る

南朝方と出
退 シ る

去 同 旗竿
iζ 急、 。

去を 忠ア
。 。

取陣
'- 死る 4 

士討。
年頃か

菊池車種

lζ 
攻め す

命 ア
ち 付け

る る Tょ
じ

。
お

。
る

り シ
さ

て と
。

、、./
せ

れ 」ー 。
対陣 す

る
る 。。。

す
"'- る
退 。
去。
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277 277 276 276 274 273 273 272 271 270 269 269 268 268 268 267 267 267 267 265 
ト一一

文 フ己
延文 去 正 先

和 平
2 弘 3 年 7 年
年 年 年

6 12 10 10 9 
月 月 月 f1、0 

前夜
月

翌
月

18 〆ー、
? ? 23 10 

〆戸、
夜寸t、EA J L メ夜J 入 ? ? 日 ? 日

日 、、J 日 、._./ 日 、』ノ 、ーノ '-' 

去文ー「 去 立宰4国 去年
義

翌其 怨そ~ 暮 死 沢竹 矢 ー暁「
分自 竹沢 竹沢

義
竹沢 九 竹沢 竹沢

コロ
興

程
ん ロ 興

十月和 弘 て7 の ノ
lζ tf lζ の L. の lま lま i乙

義は
iま の

ノ ア 怨霊 夜
道 L. 新 欺 渡

竹沢
力 ー寸

β夜寸、
仕え

義
葉

年月
始

紫九筑

つ
恩 義田

7J> で IC 翌 興を
し夜ー

輿

詮手義IJ 
を

風竜白山

た
賞

れ
宵 界限を

ノ る lζ 

主義先相撲
鎮め 江戸 の 輿 7こ

江 し夜ー ノ
女性 ーA夜寸寸、

偽

国 地
lま 新 ヨ

遠戸
、 」人よ二 てコ

、
る lま

義国 」ー
感 L. の て

名伊豆山
入道

ヲ 〆¥ --， 
義

集将軍 打l瞭
fこ

七一「 下 正
江守

じ 興
カま

夢を占

ノ、
奉公

ガ
め

怨S宅~ る 平七
興 江 fこ lζ 予定 月明 野

lζ 日 iま
1戸、&金三 竹沢 ノ し ノ

舞振悪
" 、

ガ「
江 年

lζ 
夢を

通り ノ ~ミl!-
メ戟fE卸当Z、守すf

タ と
遠戸

ー七「 欺
dコ

半年許ー「と 新 Tょ 足間
ノ

江守 か
lま

宝u五ロ
た 夜

Tょ 国
武蔵 生

、
i塞

正井弾
事

叛謀
逆無道

、ン ーコ
江守 れ てコ

る L. 大 た 手 て7
た

道誓畠山
た

lま ア ヲ ノ

他
菊池武

神が明
義

ヲ 野 ア 下同 新
女性

f五 候 寄 時
ア ノ

等汝ガ「
か の " ア 成依

記
興

ガ
矢

メ戦口主
守野

国
マコ

葉言
ノf L一一

方御ア 、ン
録 Fb E 

の
キ

口 義 lζ 
少将

fこ L. 義 ケ、
ア

光勢力も
夢を

の
輿はiま Lー 潟 詳 乙 と

興討を
レ

主上 武
れ

叫
渡

鎌倉
騎百余が

し と
遊「今夜御

、
ノマ 参運 ー「 み で

、
の12 る f艮 報く

を
邸自

し一

忠戦致ア
都帝 己

月
。る ビ了 義

ノ ヲ
鎌 局

危倶
てコ義

減退

。
死 興 倉

ヲ f頃 8 L. の
軍 可

'̂ 
tすh を lと

事を
輿

去 .r< 日 し す
怨E玄円立 者報

待
急 殺害

す ヲ
待招す

か
、

モ ち る る ノマ
竹沢 り シセ キ

、
る イす丁

重草大
大 伏

。 。
可

信頼をも

f長
座御 時歪 男

。lζ ヲ す

襲わ
敵 Lー せ

る る 被
る lま シ

ヲ る
。

謀 L. 
シ ヌ iま と

。 。
破

。
止 る

ア ト 悲 れ 怒 」ー 。
~けZ ζ 

、
ヤ 歎 る

。
てコ

マコ
越 見

、./ 。
て 義。

史実
た て路 タ 。

尽す自
輿も いノ

雲 ケ で そ
た。

ン lま る れ
迷 Lー

延文
。 lζ 

セ
従つ給 4 

フ 年
。

L. 
iと
大
勝
。
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349 348 347 346 346 346 343 342 342 342 338 338 337 336 336 335 317 316 315 
ト一一

同 康安
延文 去

年
ヌじ 6 年

トー←
年

年

8 8 7 6 6 3 11 9 7c 8 
月 月 月 月 月 同

月 月 同 月 月
13 ? 24 24 22 18 ? 日 晦 r守、、 l 

日 28 ? ? "5t. ? 4 
? 日工 、】ノ 日 日 日 日 、ーノ、、J 日 、、J 日 、ーノ 日 、ーノ 、ーノ 、、J 日 、ーノ

異変
般 大

首ノ月同¥ 年周

ー「

其夜

疫病f流TS i 

都 仁木 佐 佐

石塔頼房 仁木義
頼意

客空E手
其比

夜
其比若 地

年ガ
々 々

が 寺 震 ノ
{四傑

ノ、
良日

木
頼木氏

が の
L一一

市畠由b 

'--

頻発
の あ 難

ノ月十¥ 大敵聞
去 討i乙 長

物宝を五 言葉 日 五円 り 波 十

路

年
lま と l乙

野イ曽
条す

海上
、

の ど 降 Tこ 近
J同L、ノ メー1「入 ー「 やる 難 浦 の ぞれ 江 聴 7c 

fこ 人
波浦

の
日 J¥ 

た
天 fこ 日 Iζ す し、 日ム 正 、ノム¥ 、

日
取巻

ヨ 災
頼意 角堂め が

沖が め
、

者 打負 進 る 7こ ヨ ひ、
天 の

俄 ノ 、
義 の

出し
河

そ
青 王 沖 乾

巳 レ 火

康安

早
長

首は
ナ 人 以 か

lと

蓮 寺 よ あ 天掻曇
妻。ア 出 魅

lま ノマ 佐 lま 来
吐にコ2 

l乙ヨ
、

ア 野 長白田
院 の り が

伊勢
'--

館飢 勢伊 ー「 矢弓
々 土岐 一長朝「 の 示都

山り尊道 金 大 てコ
雪降 十月同 方四

と 十同

木習時
天

を山中
A主U主. 龍 7こ

ノ 改 l乙 ノ lま
下大

か
を法 を カま の

ア 長 J¥ ヨ乙 疫腐
拠 名 た り

調親
再建 現出

ち 、
野 十 る 月 ヲ て モ

出 走遁
刺す王

津波お

f3 、、 。
可 こ 成 留し氷 至 ノ '-- てlζ し し 佐 日 も ケ ア

。
寒 ノレ 城 町 月 t;1 失

、
る命 fこ

、
々 」ー て る レ しノ ーマ て7 29 お ト

十鈴年

ゴ七
落首が

じ ts 天 し
主主 ア 』ζ ア 日 乙

木 K 
ア

し、

河尾張

ノマ

野神社

か
王 寄 都 7こ

、
し

希代
キ

、し、
焼失

、』ノ
り

、
乙 寺 せ

。
土岐 K 

仁木
夜

の の
、

事冬至
大地 Tこ

送
僅 モ

途中 書き
仁 ス 死 ノ lζ 

日 ノ 金 数
ヲ 木 '-- 骸

Iま り 勢 良日
の 己 通 付よ 奇 企主且ゐ主 百

。

対陣し
れ 城を

日 でノ ビ 義 カ3 ヲ
夜し けりり 特

壊崩 人
前後

タ 長 τ不t 
充満

数 lま 朱 モ 義

裏内 多共 の

六原条河

、

少土岐青輔

ノ
未静 方長す 海

』 lま にとヨ
た タ ー数「

瑞脅E
て

れTこノ
敷動

、 、
で カ る 人

虫日 勢力
し

延文
も

成 日
ノレ

遁世者

の 。、
て の ヲ 事 勢〆「 シ ア ア を大 ケ 6 y死jく '-- も
改 5 

の l乙 ノ、 高歪 出 ヲ lζ 
蛾 月

。
!i¥J¥ 不 止阻日

少減
フじ 年 ー「 叶 L一一 ア

盛光
'-- の す 死凍

〆¥
けり

lζ '-ー
誤 々 の

年
て7 Tこ

各
4干日苛

客雲 さる 夜 し
の

乙 、ノ
廿

L一一
の り 。者 不安

ノ、 れ
早旦

々 れ々 と '--
法 で 阿 も

南朝
、】ノ た

と
日 帰

法
る

が あ
波鳴門

出Tこ
の

。
徒 〆ー、 量主 ーコ

。
止 L一一 師

イT
、ろっ._/ 

で戸白 10 、
り て

な
。時 IC 

あり ノ 月と 少勢
撃出

'-- イ丁
の

ナ 降 物わ 。で シ る
、、、

す で 攻 てコ
宝"を五口れ

異変あも

。
ソ め た'-- 。

る 対陣fこ 過 り
。

。
シ 本あ 。

参れ降。
聴く

ケ
り

。
り ノレ。

L一一 。
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ト一一

延文 延文 延文
JG 

正 先
文延

弘 延
平 文5 7 年 5 4 4 

建武
4 

ト一一

年
年

年
年 年 年

r、、

4 メ月』入 4 4 2 12 12 11 10 
2f、6、月 月 月 月 月 月 月 月

ドζ
25 12 rq 、、 11 ? 3 13 ? 同 翌 23 23 

? 28 8 
日 日
、、J 日 日 '-../ 日 、、J 日 日 、ーノ 日 日 日 、._/ 、』ノ 日 日

ー-， ー「
tーE「t 3 去 住cor 

条喜
ー「

男山義畠 手寄
和

手大
足

後村上
楠 此比ー「 畠山 畠r邑』 同 ー「

日 ノ 野 Jレ '" 
月十四

同 田
利義 木り

清山国

謀叛御
ノ 正 の の の 」ー の

夜'- 将軍 平七 神主 深り 狼藷 月十
楠 t弱 詮

天皇
の

河内 尽著ー「

赤坂城は

手 iま 葉日
津 龍 の 主主 溺 七

、
足

戦 '- ノ 年 日

十万騎

天

守久国 門山
り 日 手と 万 観 一「 ノ、

基利氏ーコ 鎮圧 宮 '-

万余騎
JG 野は '-

余騎
J心、 十

て

赤訟祐関治宝j 

の
義畠山 手寄

lζ し 寺 弘 lζ 
、

の

護良親

年ー先「 い
合戦

、
lま て の iζ ノ

月廿 の
宮は

た
ρ月十ー「』、 の そ

、 、
勢 幸遷 千盤屋

Tこ
許

め lと 深を lま
条四

し一
先陣

の 天 で 後村上
;¥ し

都南 翌ー其「 王 負
、

泰高が師

イ也 王 十
都を

日 を
援

〆戸、
の づーE「3 = け 龍

俊隆り
の 寺

万騎を

ノ ノ 得
-̂

子御 日 て
護

門山 十万騎
勢

立出
;¥ 軍 天皇

刻午 て
敗走

日 野
ノ

河阿瀬

の

平石城は
倍阿

。ノ、 、
'- ノ た 中 l乙

魁午
で の 石 率

、
頁 ト

事討伐霊 め
、

勢を畠山
取陣 )1¥ 野 い 大 の 々 間

義
、

不
楠正木

，、、
原)1¥ 金剛

て
手と 頭注 '̂ 詮 ノ 、

落ち 義山畠
る 住亡と 及 シ

と 宮
ー「

連

霊殿鳴動 紀伊最初峯国

lζ 山
j尾城等L 

翌 し
儀り

カ の

絡を を
る

照
迎 陣 の の 日 て 申 ノマ fこ。
撃し 取 ゴ七 遠 ノ 男

、._/ L-、 め
戴 七り

。 lま
-:> 

津西
里

辰刻
。 、

と い
、

華美なて
千余騎

た

狼籍をて

lζ 、̂

其後建武
皇 武

つ
カヨ 々 fこ 野 向 蔵

遣派
て

南朝 上山
謀叛

iと 山 て lζ 都 か

証を
入間。

但リ 等
討死す

ー「 iζ 乙 陣 ヲ つ 洛
の 同 働

取陣
も を '- 。

ノ 河lζ 紀 の

賀名生
立

量勤文をと
伊路

四月
lt、 る 取

立出
筒し

情勢を
見 を

ーコ
る た る

翌年

る ヨ る 立出の
。 。 。

た 、̂
〆戸、、 た

の
発向

5 日 lζ 
詮義

来以Lー 考え
め し

イ書也
日 '- て

奥

砿注か
向か 百倍 月頃 lま

lζ 
上

の し 尼崎 攻め 観J心、 見物衆 洛
銀嵩

』ζ
て し、 セ

私注か

。
よ

密奏す

、

'-
lζ た 寺

で る

佐和山
取陣

敵 '̂ tJi 

挙兵
と

。 の
群を、 iζ 

遷幸を。
6 る

。る 不l な。 lζ 
。 lま

年
取陣

な す
。 か 奏聞

る ーコ。 fこ。
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文延メt入 建 フ己
徳

年 武
5 3 

ト一一

年 年

閏
7 5 5 5 5 4 
月 月 月 月 月 月

? ? ? ? 16 ? ? ? 〆、?白d、' 28 29 其夜
8 3 其 同 29 

L三=乙 、._/、ーノ、、./ 日 、ーノ 、ーノ'-' 日 日 日 日 日 日 日

都京
義

詮義 佐

今年商高
天 仁 畠 山畠 仁木 其比ー「 同 去

和 和 足
其 河メJ入 城 和

長 々 王寺 木義 山り 五 Jレ
回 田

勢利 日 倶リ 回

の lま の 木 カヨ し一一

廿月 Y徳E 
正 ノ の

寧士同 尽都
脱

氏両
の 長 lま

細河
、

楠木
武 佐

偽り
楠

が出
勢 Iま

建武
、

十万 夜半許 々 木
七、 、 iま 畠

南方
J¥ 

年
一-，

木 を iJ1 
日 ー「 五lζ り わ ひ

静 l山崎 山り 土 ノ '-

九五廿月

其 月 自奇 り 知 龍
よ

伊勢国
か そ ノ 岐 ρ戟日、 夜

、
五 り 泉

議 足 J¥ しー

ーコ り か で の
蜂起

ノ
一一寸 百

、
城

て lζ シ
真意

佐 '- 細 詮軍義IJ 
半許夜

日 五

平語陥落し
騎余

桔土岐
l乙、

~ 

メ朝Lー--J 、1 詮義
ア 手 ヲ 々 の

ま
ノ 月

大'- 日 夜
大和 落ち

世Jー中し「、

lζ を 銀
木り 時

帰洛
'- '- 日

軍
lζ 分 詮義

ン
、 -寸

梗 カま

る
翻意を

か f号 lま 佐 り 資朝 '- 重ノ 同 Tこ

泉和
。ま

れ lζ 
仁木

々 lと 赤 早 日
撲 て

で
、

lま を E 人 ノ
義詮 七 安 tげh 実 木氏頼

仁 佐 坂城 か 々 晩
lま 乙

宗勧め ク 細

木仁義は

を
木義 渡 け Lー lま 主2主1 ー「 も

紀伊な

、
成 jり11 討 K_ 閏 一:>

で る 赤 金剛
帰洛

る ヌ
執事と

つ の
討伐長 斬り

火 カま
坂城

し一

月廿四
て。

ト は 事を 土 を い
だ

、
山

平石城を
ど

帰洛
ーコ

義
合悦

西

討長を

地 れ
放

功を
，、、 ~ 

る
の f乙 詮 の な 謀 を を

た ち 攻 と 九 よ

覇事起す
仁木義

lま '̂ 七 'コ
議し

恩賞と
謀り 奏 め 落ち

日 つ
lま 仁 ノレ 条 て つ 上 金 せ 寄

攻め
/ l乙、

木を
'- 口 天

、
剛山 腕 見

他
京中 よ 下

た
其

し
意同

北 ず せ る '- せ
長 め 面が

る
。

る
言己

の
見 り の lと 日 て の 。 。城 か

録 勢 R畏 の
権を

、 ノ、 もり
を み 奥 を けた

る IC lま
竺コ

賎貴
畠

天 酒
得 た

~ 攻。
よ て 山り 掌握 ーコ る 入 め Tこ、

寺王 宴 夢
れば

、
は た

。
る る め

百余騎と

夜 lま 乙
。 。 。 、

、
メ戦をロ弘、 東寺

lζ 
止ア と

域陥
足

7 西 赴く 治宝
勢利

月 山 口
ケ

あ 落す19 な
の

念懸
よ てコ ー「

日
る 谷堂 り 」一 7ご る 百

私注

し 進
。 。

五。
~ あ 攻 十銭
脱 わ と

。 出 て
決定

日

騒ぐ
'-

。
攻。
め

得ず
。
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康安 建 去 同

フ巳 武 年 年
年

一
9 9 9 8 7 11 9 7 9 
月 月 月 月 月 月 月 月 月

23 21 ? ? 3 ? ? ? ? 28 7 6 4 10 12 8 
日 日 、ーノ 、ーノ 日 、】ノ 、、J 、ーノ 、、J 日 日 日 日 日 日I_e__ 
細

軍詮将義

道
伊勢 細 其一「 ，τtユta、

倉鎌よ
そ

車重守

尽都ー「 足
赤松氏

ー「
池菊 去 美作 名山

名山E 
ま

誉カま

主
れ

詮利義

明

入道
翌 上 iζ 

Jレ
の

ヌ

車城壁
を

湯治
日

人が 上り 対反 範と
ー七

家
ノレ

防ぐし一
希代

日 七

洛中

iま ts の
道

が

午刻Lー

の

月初」ー九
の

謀略を 願書 誉
細 て〉 し ノ

南方を
佐

苦子城守
fこ

fこ
lま

ま
fこ て

事有
々 め

雲出
廿月 め の 志

、

建武
木道 iま、

宮 筑紫ア lζ 
雲日

介富
攻

名山 赤松
、

兵
有馬

付 書か 上 ア め 誉 イ白 七
ノ '-

池菊
で

ヲ 日 し
。

り 人 た の lま の 警 日
集 ノ に て

廿庁内、，
を

預 の 始'- 細
際

紛糾を

、 iま

力勢増
族 間

伊勢貞継 ま
の

、
メ

半許夜 イく丁。し か

細河相撲「
子を

来以
五 あ

懐良親王

の
因。E、

ま lま ーコ

絵範赤光

り 要請 尊
戦 マコ

、
て

擁立 聞き 芸カ三
大す

の
星王ヲ

其後
て 詮義

い り じ で 勢
致

、
お

l乙 fこ し
介樫が昌

都ー「 め る
凶国

の
サ メ熊i'- し、 見

願書
殿 7こ の 和 撃出

敵陣
。

千余騎を
法を

ン 四 た
基氏

せ ヨ
細

ヲ 乙 国
新

I乙
五

、
落 回

ト 野
日 書願を ま

を
コ

震
51 ア

と
昨

lと し、
修す

用意 有
を 道 ソ 継

、 を 日
撹

菊池勢が

た

箆51 呪 誉 間 乱 細 率し
。

ア is 
、 し、

武家
の

シ
、

岨

借~はりζ Z 

と し、 の
J頼K日l 2 l 

又'-

将軍を
此 で

松浦j党政t. 

タ 道 し
、

た
噂を

て
、

ノレ Lー

龍寺天
芦国之 た 佐

き ノ
佐

美作
近

モ 震 lま も
雨 々 た ?'~ 、 々 l乙 流 香椎

年絶え
、

詮義
の 呪

け
日

木道
の 敵

木道 進 し 頼之 " 
且 " 。岨 ガ を ト

撃
、 に

発向IT し ー「 先
、

成 を
取陣ノ、

警戒
lζ 明 幸と子

芦乞Zた し 月Jー¥「 カヨ て

狼籍也

つ

露披
て

日 そ lま
、 間

正 い
た し、

是 カま の ケ 、

戦防し

し、 る
し 次 Tこ

清氏
。 る

" 事大 対立
死

光範
て ーノ」¥ と し、 々

こ 後 '- し、 日
聞き'-

詮義 御渡
、ーノ lζ 

と
lま と ノ 。

摂護職津守をから

fこ
た ノ

備前 各地を 新 道 暁
、

考
物具

iま
語

候

願候」ー
主が目主

佐
弐 しーー

大友え
清氏 " 々 lと の、 る Lー

秀詮木
飯守 渡り 城を、ン 。

斯波

大事敗若狭
の と わ

タ 呪 ー三白三ー と 山
少弐り

征 れ
ノレ

阻 て〉
道 11:: 

弟兄
の

倉懸城を
服す

T乙" 兵'- 誉
与え 松浦党落ち

を て
。

信じ
退

lと
横奪

Iま の
る

て
を

出
宝"玉ロ ん

討死 勢撃出
。

率引
る と

。
を

行く。
る 。

し
攻略

援。 。
護。

た
。

。
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一 〆正『、
明 建武 要 去 去 雲年

16 年 3 フE 々 々
年 年 年 年 年

フ年E 

同 12 正 正 11 10 
月 月 月 月 月

7 2 3 16 ? ? ? ? 
~ 13 ? ? ? 29 24 

直一日 日 日 、ーノ、'-'、』ノ、ーノ 日 、、J 、-'山_./旦 I_e_

南朝勢 重相喜宮E 南勢朝
年ー明「 紫

後村上 フ年、、EJ 

細 弟 山畠
其比

国自ヨ 畠 畿内 仁 震斯波を
斯産額 将軍義'̂ 

j清氏1I 
の 山 が山 頼木

ヨ 落 。
義畠山

の
鎌倉

IC の
ア 天皇 勢が

反 叛 蜂
夏り

迎 詮
淀

千余騎
(戻

、
lま

発す 旗を
起 撃 lま

j越を1I 

ノ、
シ よ

霊童を
深 lζ 、

し 義 熊メ』入

ー其夜「
一寸 有、

年北
ヨ

震
iま る 翻 動 首 よ 詮

事
、 、

原田
ケ

者逮 し じ つ の
野よ

え
住=Et 2 

以
信濃

ノレ
た な で 通 と 命

塞 L-

て lζ 来 の 回 ノ

山畠は

の 理 か
兵を

じ し lと り
箪

取陣 案を 者奏と
lζ 原 宿 訴え

由 ーコ て 7こ よ
帰館

定評 天
ナ

朝 拠 ノ lま fこ 集 南朝 ま震てコ 王 都敵
た る 宿 著 を

、
義 め

。
、。

て 寺 ず し
。

ヲ タ 間
去

詮
、 Iζ Iま

細
到著を

iζ 
節分以前

ヲ ね て 落
弁解不能

し、 の 清 降 城 を

震 勢揃え
落 り

、
ア ケ fこ 々

とも 氏 参を
iζ 討

ノレ れ
都京攻

、
Jレ

華氏
年 IC 

残し
つ

つ 事 た
伊豆

夜
ノ lζ 

応ず
請 た

の け
。

己 楠
と

lま
久 、 し、

頓宮
め

洛中 考え
L-

意 る 木 略 ノ
、

東関よ
る

、
椿

見が と 五 正 お {彦

古語部1t2 
去 方退南

。
恩 の 峠

ノ
、

箇度 イ義 よ
締寺

免 J心、 -̂

採用
朝 の び

豆伊国
々 り の

替り 向
敵

言葉
年上 治

飛 警 か
さ

ヲ

及候Lー 幸臨 楯箆
の

脚 lζ つ
れ 責落

J、、 洛
大将と 到来 下 メ口入

。

て
故震

Jレ 攻
落ち

ノ る い、
な

シ ヲ L- め 時 。 、
ア と 正 寄 る し

都 てコ 、 し 月 せ
。

の て 天
J、、 7こ

幸臨
て 卿

以前
火放を 山を畠

上 王

攻進
。

消極案を

寺
佐

洛
-̂。

々
ヲ 正 し

落ち

秀木高り

成主審 月十 成進 てコ
批判

Tこ。
時

敵と
る

Jレ の ノ¥ セ し の 。
J父、 の〈 日 {長 、

費部キ る ノ ベ 退
Tょ

各面方を 」由一 合戦
シ

去命を

マコ

建武
L- た

IC 
上と

lと
事知を

定決
3 

打負 じ あ
-̂ 年

遣派
奏 る る

る。の ア
。 。

、メ戦口d入， 
、

康安

。
。

筑。
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去 メIλ 翌 去 雲 フ己 4-去
々

年 年 年 年 7c ヨム 年 年

主

3 正 4 3 12 12 同 同 同 12 同
月 月 月 月 月 28 月 月
27 ? 14 

占L 19 春 13 春 8 
日

27 29 26 26 24 同 a. 春 8 
日 、】ノ 日 日 日 日 、ーノ 日 日 日 日 日 日 日

足
詮義

細
南朝か

寮諸
後光厳天

呈
後光

光後厳天 翌其
詮義

義
廿ノー同「¥ 

佐 佐
宮方

一「
年ρー~、去

佐

軍基氏IJ 

ま
裏内

E全 々 々 同 々
の

厳天皇

、 、
木り 木 で

日 々
木り

ら 修理
の

ノ

事近江式 事 Iま の ノ 年

lま
、

大将
皇

修理 皇
朝 日 の

メ112入1 景晩
Aに ノ is 

ノ ー寸 ノ、 春
平

共兵が
が iま lま の

後光厳天

l乙

程景晩

勢 フE

震
ノ、

南朝勢をの で 西 lま
翌年ー「 都落ち 代わ

の ヲム
南方 震武授

任を
き

寺邸園
捗り

先 字 ノ
iと 馳 Tこ の てコ

陣が
都 虫日 忽

伊 せ 授 の ず ノ の

光厳天後

て 宮 ク
ノ

簡単皇
、

重都
敵

豆 lと 付
けり

で iζ 。
春 日 再び

瀬 の 天
の し け

、
て し の 付

本東坂は
男回 勢 下 ト ノ lζ 

よ る れ 本 か 暮月 尽都
lと ノ 成 執

通

とっ
事期待

た の 年βー「』、 し そ 皇
ノ

到着 万余 士武
ア 事

し
細 里

、
れ l乙 lと

男宇治
打入 相公

ト
た

し

ま
裏内

ノ い 至 以 '̂' 入 騎 皆
シ

すこ

幸行 急ーギ「 ア ヲ ア
た 春 つ て?' 後 る コ 、

傾 相 め
カヨ lζ ヲ ま ア の

。
佐寺武

ボ
、

、
て lま

還幸 主主 で
、

呈
還幸

ヲ レ 将軍 ケ 公

父
、

フ
都外も

猶
裏内

此 車歪 落 奉 ヲ 詮義
年ー去「 ア ノ Jレ 扶

さ の
波阿国 他

セ
本坂

ナ 、 を ア 御 し一 持 iま

斯談室 給Lー の

越年御ア

Jレ 出
、

せ
ノ

記録
l乙

荒廃を

J、〈 天
発 付 屋形

シ 後光
た

3LーL 居 、f キ 寺王
。

目原 奉
カヨ '̂' ヲ

天皇厳
、 渡 lζ る

坐御 由 ヒ
焼排

'-

畠山
る

詮義を
よ わ

考え
ア

=イE主t 3 

進

延文反対 れば け ア の セ

他記 11: 
、

」

早馬
ン フ を

の '̂' Lー
警固し

。
都か

、
も ケ イ彦 ズ 4 

手勢が
落

頼氏 録 21 い Jレ 理 の '- フ 年
で り 日 か '- 後

者使を
ン の て

家すは出

lま 追 iと ず K 
ち '- 乙

ー寸 、
落

御土門
還

る
と と

腕
。

七月廿

正 し 西 幸と 遣派 ，思
。

平 fこ 寺園
マコ

本文中
'-

る 17 時 殿 の
。

た。
年 i乙 lζ の 乙 カf

近
日 1 

馳も 還幸 宅|日 と 、
iと 江

ノ 月
参集す 体具的

寺武佐
夜学 13 せ 。 '̂' 康安

霊
付け 還幸 '̂' 

し一
フ巳 る

記事な 落ちる
。

年 士武逆
勢な

寄せ

。
る。 Tょ し 。

し し
、』ノ。。 。

-101ー

Osaka Shoin Women's University Repository



38 

409 409 408 408 408 407 407 407 405 403 402 401 399 399 399 398 398 398 386 

去 メkt 同 ρi 、去 康安

年 年 年 年 年 2 
年

9 9 同 9 6 6 7 2 
月 月

同
月 月 月 月 月

18 10 ? 27 23 ? ? ? ? ? 
3 ? ? 

日 日 、目、J 日 日 日、、J 、J 、、J 、、J 、、J 、、J 、、./ 、、J

夜
去年

菊豊光
題探

ー「

重菊義 斯波氏 越中 但馬 備前 備前
名時氏山 此近時

年ρー寸』、
去年

都
畠山 す

其 lζ る

生稲平

日
" " " 警 の

。
ヨ Lー ノ ノ

の 経 lま lま は
備中 江 ノ月¥ 七

星

章表徴L一一 の 弐

武光 聖直常
名山 ー昌 五

ノ 月
次 深義 勢

経を 九 田 ノ¥
千余

客

修寺禅 大 州 直 lま
湖 ヨ ヨ

星

清国
探題り

勢友
の 攻

探題 小林り
貞が 名山 騎

モ
十 時同 し

基足利氏

弟 め で
丈

日 てiζ 々lζ 
た

lま 、る と
信濃よ

/¥ 
師義が イ誉よ白 月

IC 

集寺明 の た し 百
ノ、

出

手討が日

て
すこ 度

手余踏を
め て 芸余騎

尺 ノ
現

lと
ζ 

て 目
、

下向 進攻り
庄美作院り

干 始
度

。
の

参降
も

乙 の し

菊池り
で

千余
タ てr

天文士博
城

マコ
、

ア ノ
て も 戦合

方宮
攻進 ケ 早 地 " 

来 し、 る
城傾を

し 発向 騎 ノレ 魅 震
百|

る
高崎

tζ の
、 、

で き
の

た
負け

の 手 勢
加賀

宮下野入道

発向
J、、 シ モ

た 乙

軍勢
lζ 

、
ア 未で

分 船乗 し 進
様

、 ち も

今逃夜
岡 て " か 出し 休 る、lま け

さ
進も

し 々 五 '- 尤
。

像耳ミ
ち

て せ
赤松

ノ 穀
天

十余町

、
不 モ

げよ り

斯勢波

て 出 討を 諸国 ，回u 不 下

根兵尽き

の ぢ 且-"盆.. し、 し

仁木やり
議

ν ノ、
とり 後国

た よ と " 」史L認に

f慎卸
と 域 引き

事が とっ とっ 勢を
ア '-

の
ひ を な

退 し、 " Lー
そ

て 年ーρ1「、
る

く る 発向 兆区| し の し
発向 ア

か
。

fこ 抵抗
Tこ 候

lζ 苦i汝

筑重自長
と が カま さ << 

連絡
ノ、

斯事思
敗北

lζ 、
せ シ

飽城
己 わ メ'"、足 る る '-

れ し 手リ
。 。

と
七 7こ 、 、

直ぇ敗 勘申は
年

千余騎

。
弁

林要 " .マ
お

口
ア 城 lま 走2 、 し lζ イ白 し

年
遠

よ 《前砂《もa 

逃げ
警

、
2 せ
月 攻 る

lζ ー邑
。で 乙 戻 田。

し一 待 も る も
す てコ る

。
引き ‘ る

。 。
。

返
す

ハ
ノ
臼

ハU
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貞治3 
~ 、 康安

暦応
2 

年 年 2 
年 年

9 9 8 7 同 7 
日 月 月 月 23 ヘ 月

翌 同
? ? ? 春 ? 晦 16 16 24 ? 24 秋 24 

日 23 ? ? 日 日
l、ーノ 、ーノ '--' 、』ノ 日 日 日 日 、_， 日 日 、、J 日 、、J 、、J 、』ノ 、、./

勢伊
名時氏山

長
多年 今年

和 都 石塔
半許夜

清氏 細 西

皮破片
辰刻ー「 新開 朝

讃岐 都京 翌 其夜r~ 国 頼)11 尾長の
守国 男 と

方は
で の ノ

天 ノ、 夜 Lー
仁

下 楠
九同

和 同時 和 の
ノ 」一

納品E 
七 '-

E 重
木義

護職を
だ

巳
lま 国 し一 り 城

猪武者 通作戦

々 条道
箱根氏日市 てコ

河内国 月晦 望火をE 
1<::: 

和泉国
lζ lζ 

長も
た 楠 メ戦を<=1 入 向 火を 場

父 追
大内 時同 の カ3 lと

の
日 し一

義畠山
一一寸 子 わ '̂ 改

多焼く

lと ずコ

ま
、

放ち
数 ー「 の

五 れ 弘世 簡L帰り 芸 始め 逃 Tこ
細 戦月か 半許夜

道場ま
-ノk.

詮義
た フ有E カ王 ま

、

高真年 厚 ア、 る れ
カま

頼之)11 夜
深

ア し、

賀伊高光

の
ヲ lと 東 J変し、

方眉宮 名時氏山 貞治
て 予定

の
巳

ーコ

とも
で

経 降を lま

赤松光範

四 弟頼
て し一

フ巳 iま
落ちア 筑紫 わ

ト の fミ 国
手溺

深
iと し、 着 1<::: 

後 乞 り
ヲ 競 陣

て〉 iま 和 lζ ケ 戦作を
た b、 、

る
Lー つ '̂ し

因幡国も

た 乙 lま

細度
た

開キ
ス l乙 討 lと レ

時衆
。

参降を

。
渡 て が 和 と

、
畠山」一 し、 た ま ノf

詮義 菊り
、

支配す
田 ど

夜
童ロ五ロ

ヌ " る れ わ し一 is 
長門 ト

9 よ と
明 た り 、氏芹

る
兄弟を

清国り詮義
は; 池 '̂ 月 楠 く

。 、

乙 と 見
引き 23 る つ lま 細

ア の

重
敗死'"' iζ 後 lま のlと

れを メ流」〉A、

両富国
ケ

日
兵庫湊 見 頼j之Ii し一

、
手 城 ー「 の

乞
Jレ 返 カヨ

せ 24 
新聞 フ暦じ

tζ の す 聖
事をつ 宥

。
す。正 日 る。

し 乙 ガ し jを11 
た

の lζ 分
峯前白

、
和 の の か

貞治 報昌'"三0-詮義
、

れを
し、

ま従 の 日

因幡な
所 無 、』ノ

攻め
国

つ 作戦
義 れ

メ戦E入。， 努。
イ中 て の

討 望 手呈 楠
の た

l乙 時 麓 フ年ロ
深義義 と し 園

、
討

。
奉lま

気付く 暦応、
の '̂ 長 ど つ て 々 焼き

、死
古F' 

押し
7 ア

を 五 と
、

静 を 月 Lー ー「

都尽 か し

詮方義と

払
聞き

の を 24 ー「 夜
国

。
義 あ 寄 勇国 fこ ケ い 日

lζ の
大内 日l

の 、 貞 げ せ 、】J 紛
Jレ 渡 』ζ る る

。
'"' ア召 守 '- き を 摂津 イ以

。 。
ソ '-

し 護職 lま な lま 返
渡 て 被 藤沢た 負 る す '̂ 

カヨ lζ け
。

清氏

てコ
進

い
主主て fこ の

領 任

撹敵を

攻 ケ
場道国 ず や の 〆一-、 ノレ

は
。

カヨ 討
JG し一

年が '̂ 
与え

て 死 乱
。

上 lζ 正
ず 尽。 よ 、ーノ

‘ 。
る

。
。
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ト一一

貞治
貞治3 貞治 貞治

治貞 貞治
観

貞
応

3 4 5 2 
4 5 年 年 年 年 年

治

年 年
( 

8 3 4 10 同 同 5 6 
月

f、、 月
月

月 月 月
4 

4 4 26 3 28 21 17 ? 翌
β』、17 ? 日 日

~ 、、J 日 、__， 日 日 日 日 、、J 日 日 日 '--' 

景ー晩「
道朝

将軍詮義

ーー寸 噂 市ー訴「由 春 長 一月額寸

重量
義 足 日 芳 基氏 上 成 此ー「

近サ
レ

日
講堂 詮方 基利 己 勢賀

杉 ア 年
種 ド ヲ

社 ノ
と と 猪 四 ノ、

'- 々 モ 得
の の

逃有
と 氏 タ -， 戦 好|日 此

年ガ
、

is 神木 大 な
、

陽 昨 わ 所
道朝

ノ
道朝

敵
の

酒 呪 庭
ア 鹿大

てコ
倉鎌

日 ん の 存 先
lま 事

肴
条坊円万

ヤ 岨
lま で 、 fこ 成 ノ、 と あ ヲ 」ー 成

詮義
で

ヲ jJ ヲ
ー寸

独楽団わ
目

斯波童
-̂ ケ し ーコ 塗

尊氏 タ
面 頭 帰 レ 日 て fこ ノて

を目 用意
ア 負

年
モ

る ノマ 路
、

足 ヤ
iζ 

皇

倉僚I局

ケ て7 鼻
都

。
'- ヲ 禅 手リ ト

と ソ、
、

シ Jレ モ 直 Jレ
失

路
ア し lと の

基氏 子都Fr邑4hー.・
可 基

、
道 ア モ 無 義 人

誉り

し、 しー 、閣 し
ア

現 専 夜 lま 氏 時 と 々
道

と
iζ 

只其身

レ て れ 横 の 嫡 ヲ カf ノ、
朝

童始書開

'- ~ 勢威 -̂ 打 子 上 待
の の

屋形
髪 メ日入 皆

不
lと

日
た た

長
講長堂

り 帰 チ り 杉 ア 戦 参降反 童 る 」一 を lζ 、f

穏Tょ 発を
tζ ヲ ノ

神木
々 興 い ー寸 武 越 居

し
立 不 ト

/"町、
た 、ン-， 

狂物
の

福寺領
よ 8 今 蔵

五後聡
タ

動き 将軍 ア 鮮 生 時 ア

覚え '- ト の タ
南前門

い 月 日 国 、

座帰
い よ 26 ノ、

-̂ ケ
と ノ 〆ー、 人 L一一 Jレ 貞
、て

御所
8 々 息

と 、 を 増 日 又 派 Jレ 上
治改し、 月 lま Tょ で

押領
大 IC 入替 遺 L一一 杉

わ
た 11 

カま わ

貞治
り

ナ

戸鳴四

。
戦 与え 観 顕憲tJ1 

道 日 群集 れ て7
し Jレ そ コロ

身 T た 、ン つ
応 ノ

誉
、__，

た た 勢 の る

直義方はと
の

、 、
し tJ1 5 日 キ 2 後

は 年 し、 fこ り モ 勢
。

忠 花
赤松則

fこ
、

跳夜 入道 無 そ 年 洛、
8 て め し

正 一一寸 下 カヨ 道
月

消姿す

、
い 終ア 辰刻

の か 中
を 其 ノ

4「F 末如何ガI 

朝
12 り

頚

イ春徒曽

。 職 り 西
訴 日

遊宴 祐は
経高

日 四 日 iζ lζ 貞 し 図
え 」一 、ソ

戟 あ 治 書手、

神託を

。
苦林

て
る 別 ア

分担 貞治
日

量注九

ヒ つ 2 敗 也
七 年ま

'-

貞治

の Jレ
の Lー

野 た れ
大 Jて 邸

{東洞際
芳 しの

有 3 tげt 
神木を

ー「 lと 信濃
原野

、ン 期 の
年

今
到着 意

で か
5 ト 日 ン

焼失春も

ノ、 lま し

年が 被 ズ 12 る 院
""、

東で 遅
月

。
泰じ

是 可 ー「 逃

華美Tょ

フ '-
。 /、、 十 国

催 れ てr
下げ正 ン か lζ ア

8 上 齢、 で
L一一 '- り て 月し

高経を
日 出

訴強
ト 杉 年 り 士同し、

遊宴を

と
の 現 ヤ

20 と '-
、、J も

左月とり与て 年九
。

思
日

戦
、】ノ

軍。
思 lζ す

。ー「

恨む わ
月か

及 ケ ぎ
い 男

あ

す
れ 主主 ン

、か、J

敗 り
る

。
の

、
:it 

。
た

。
。 。 。 。。
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貞治貞治 翌 正 7c 正 貞治 翌 同
平3 

年 平 弘 7 5 
5 

年 年
年 年 年

年

7 9 8 9 7 10 8 
月 月 I2 、、 ( 月 月 月 月 月 '3 、、

? 7 夏 ? ? ? ? ? 23 12 12 8 
、、目J 

日 、日、./Lと乙 日 、ーノ ..__， 、ーノ 、』ノ 、、J 日 、、J 日 日

益法
光

洛帰後
光

光厳法 光厳法 光法厳
光

麗高国
ー「

其暁
坐車木御「旬市

道 道

事拍車
ー「 朝道

法厳皇 厳法皇 殿院 午刻許
朝 朝

牢夜許の の
の 皇 皇 皇 の

ヨ

子，将義息 斯喜経
言葉

法皇稗定
ー「 光 の の

者使 Lー

出 翌
皇厳法 想回、 想回 高野山 高野山 紀伊

イ曽 Lー lζ L一一

雨風が
L一一。

年

主雪冬

拠 ー「

議 ノ 談 談 JII 人を 宇出E 朝道が
の

道朝るり
勢宮

昨

比夏 iま か lζ の
ノ、

願嘆 病急
日

ー「 ー「 、
激 '-、

正 フ己 り
参詣。柴橋 伴 K Iζ 

の ヨ 平 弘 の し、 正
着く

し 都を lζ Iζ 、 江

平七 か 州
ー「 ノ ノ E で

行脚 ーコ 落ち
よ よ を

頼氏 の
後 季 始 泣く 会出 通 り 死り

、
年

者使
た 佐

ノ 俄 の lと
ノ り ts. 河

ー...，
詮義 の 々

山 ノ、 ノ、 途
桑門 ーコ 出 比 参向 口 九同 去

警固す
木氏頼り

御 "'- 嘗山 江 次 fこ 発 の ー「 lま'-

詰圧を
貞治葬

不Z象
。

州 1( 
武士

。
出

。
月 七

、ノ / ノ τEk 3 
会出

賀名生よ 発年月 芸る
奉 ノ 幽

番馬 野殿
iζ 

臨 興寺福
宥 6 

将軍家を
カfノレ

事有
閑 ーコ 水中

デ雨晴凪定

菟安
年

メ戦F弘3、'- ーマ で fこ で。
都り

一一寸
l乙

。
ア 逢

下ア落 後村上
ts. "'- 至

返
堵

十月
の'-

雨年過ア

、

押し
正 ノ

襲撃

他言己
そ "'- 23 し

書教御 用意を還 た
天 れ 落 御

年〈貞治
た

ヨ さ
Lー

皇と
lま さ せ

録
Jレ 紀 れ

延文

ア め
ヲ Lー る し

lζ '-
、

て
よ

ーョr
対面 伊JII 

る

快晴と
座帰

被 撃攻 ふ
上

プT→ 
。

2 
をり

れば '- で 2 
年〉

成
さ 尽す

閉幽
の

年 の
せ し、

JI な
刻限 京都

る

ノ上月¥ 

武
正

8 る
た て

由。
士 月 ts 

、

平
。

lま "" 
帰洛ま

13 
、

道朝
人 12 

日
卯時と

被 城 撫慰旬 で 年が L一一 召 lま lま。
あ lま 返

落陥せ
越 さ

で 正
定決 れ

は つ
信用

前し '- た

約ノ¥ 
fこ し、 。 "" 道。

で ず
落ち

、』ノ
朝

年が

。
き
ぬ る lま

正
、ーノ 。jじ。

国
し

下向い、、J。
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476 475 475 475 474 474 474 473 470 470 469 469 469 469 469 468 468 465 465 
ト一一

貞治
貞治

メi入 貞治 建 F入s 
建武 フ徳巳 貞治

当
i 

6 5 
6 年 年

武 年 2 2 6 年
年

ト一一
年 年 年 年

r、、

6 4 3 3 正 2 3 7 

月 月 月 30 
J戸、

2〆ー9、月 月 月 月
月 f、、

18 26 春 翌 29 28 翌
29 29 春 ? 18 

7 7 
日 日 日 日 日

日L日 日 日 日 日 '-' 、】ノ 、】ノ 日 、ーノ 日 、』ノ 、ーノ

六十「同月

足
角

寺天龍炎上

ー「

諜ちを三
一「

事十
一一寸

既
中

建武
年メー~入

清涼殿

中 中

後光厳天 筆法華経

第ー「 昔往ー「

基利氏

翌 翌 丑

会殿御 殿会御 会殿御ア 日

午刻許日
刻許ノ、

廿九 規無
其 ノ ノ 廻 ノ

天 日
震宴 春 七

/¥ 
逝

下 日 許 将軍
の ノ、 、ン の lと 皇 tと

賞 タ
日 去 モ

l乙
刻申

し 成
日 '- 九 ア

先 弓コ よ
弓コ て

。
例 い

講長堂
る、

如何
人 及 巴 シ で 城

和寄 ケ ノ、

寺圏域

し、 中
々 シ カ 尊氏 ノ

の て ;¥ 
Jレ '-

ン て 、
殿御会 被 カ

参内
ノマ 哀 ノ つ 勅設 講

時 乞
ト

の

寺新天龍

ノマ 、 カま ノ 宴
ち ，、、 は ノ、

実巧退 あ イ幸T 
、

ノ
危フ

ー「 、
ア 母

和歌 花香
一寸 」ー

蜂起衆徒

答問
は 出

日 屋
建武

後醍 り 七

後光厳天
遂

。
回

メ シ 己
、

ノ を ク
ー「

ノレ 造
イ「丁

カ 腐 詠
、

醐院御字 河後法皇白

忌 年嘗
慮 時遷 ノ さ ノマ

樋内
/ ん J¥ 2 の

シ
庭大

れ 、
御簾

f!. 島
年 要皇

ノ

ア
、 ア た

出日
先 ノ

正 今、
is. 月 '- 3 日、

メ年i 入 耀 ヲ 伊あl 外

定筆華経公武 御参内 土木
一一寸

ナ ク ノ 捲
13 の の 年 ノ、

サ 日 も 遠 7 L一一
ノ ノレ

ン
程也

貧賎皆
ア り 風治

。
の 忌 月

一一寸
春 ノ ド '-

葬送御致 ノ
モ

未功
L一一 ー「

建武 レ
同 〆白、 の 3 

深夜過
メ日入

-:r;: 
公 12 た 日

比 フ 目 ノレ フ徳E l乙
列訴 ヨ セ

許 ヲ
卿

2 
時至

日 め か
て Lー

終 ア ナ
驚カ

ノ
年

lま 2 一--， り
;¥ 他Jレ 」一 '- 座

始御会
年 7 

事
程

火先3上，ぷ:t

ー「 シ
ト

正 レ
2 日 日 講

記録ア 同 '--ー セ 月
'-ス

の 月 て<' ま f司、

ナ
廿月

」ー 23 ア で lζ 
L一一 '-

会御
貞治

。
回日

御i留Liー主

、ーノ よ。
忌。 、』ノ

ればJ¥ 
。

iま
遊御

ー「 。
6 

不 日
年 貞治

、

モ ，回"" 丑

史実と
礼葬

、
議 頭リ 。

翌 5 

柳不例
ノ 年日
表 '- 7 

lま

刀t

天変東
し 月

8 

ノ 及 '- て 7 
日

ビ

私荏か
事有 ケ

と lま 日
思 " '-

Jレ
わ

飛行
13 7こト

れ 日 だカ fこ
。 、】ノ

し
。

ヤ
。。

し一
震

ハU
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今

年

同 12 9 8 
月 月 月

? 12 7 
主下L ? 18 

、ーノ 日 日 、、J 日

細頼}II 
メ年ー「t 入 等持院ー「

足詮利義
九一同「

都南 勝講最

之
ノ、 月 。
何

下旬 北嶺カま
ナ 奉

ー「 所作
四国 ノレ

遷
十同 ノ ノ

の
よ

年 、 比
衆徒等 人

り
ナ

十同 月七
ヨ

数レ
上 ノミお

、 か
尽 、 日

襲警重義

於
り

尽都
日

子刻
寺城国

事執職
午刻 庭南

ト 、

鎌倉
、

不慮
〆白、

と
御年な

相
奈毘 寺、井-._/ 竺コ

十 J心 喧て
同

ノ
~J 峰、

規 J¥ lま
幼

ク
員リ

ナ ヲ
除、

フ 百|
君

柳戸量公~ 
ヲ ア ズ 出 か

義満を
調 忽 シ シ れ
アノ 、

克逝
ア ア

寺興福
連

、 、

輔佐 枝忽 僻事 寝食 数シ
す ノ 給 々

る

巌事霊

不 ノ

寺雲〆戸、
根同空 ケ 快 戟令

9 
月 L- f、、

7 ク 10 ゾ
暦延寺日 枯給 L- 月頃 及

讃岐
ケ

ヒ

病気かり

jレ よ
ヌ L-

よ L-

他記

り
り 選
上 fミ 出
洛 録

。
ーコ。
た 19 
り

し
い
、ーノ。

。

〈
注
〉

「
太
平
記
』
(
日
本
古
典
文
学
大
系
M
・
お
・
お
)
の
う
ち
、
本
稿
で
は
、
大
系
%
の
巻
お
か
ら
最
終
巻
の
巻

ωま
で
を
と
り
あ
げ
た
。

本
文
の
引
用
を
除
き
、
巻
数
、
頁
数
、
年
・
月

・
日
と
も
に
算
用
数
字
を
使
用
し
た
。

「記
事
」
欄
の
う
ち
、
本
文
を
引
用
し
た
場
合
は
「
」
を
つ
け
、

人
名
・
年
月
日
等
に
つ
い
て
の
補
記
と
、
大
系
本
の
頭
注

・
補
注
に

注
記
が
あ
る
場
合
(
史
実
と
の
ズ
レ
な
ど
)
の
み
、
(

)
内
に
要
約
し
て
記
し
た
が
、
二
、

三
箇
所
私
注
を
付
し
た
。

前
稿
(
『
樟
蔭
国
文
学
」
第
十
八
号

・
第
十
九
号

・
第
二
十
号
)
同
様
、
故
事
引
用
の
文
中
に
出
て
く
る
年
号
(
巻
三
十
四
・
二
七
七
頁
の

「
建
久
」
、
二
九

O
頁
の

「
臆
和
l
年
ノ
末
」
、
二
九
一
頁
の
「
天
慶
」
「
承
平
」
、

巻
三
十
五
・
=
二
八
頁
の
「
承
平
四
年
八
月
一
日
」
、
三

一
九
頁
の
「
承
久
」
「
貞
感
」「
貞
永
」
、
三
二
一
頁
の
「
寛
喜
元
年
」
、
三
二
九
頁
の
「
天
資
十
三
年
」
、
巻
四
十
・
四
六
九
頁
の
「
天
喜
四

年
三
月
」
等

〉

は

省

い

た

。

(

昭

和

見

年

5
月
7
日
稿
)

2 3 4 
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